
平成２９年度事業報告 

 

厚生労働省が実施した３５歳～６４歳の男女を対象とした調査によりますと、６５歳を

過ぎても働きたいと考えている人が全体の約５割を占めるなど、高齢期に向けた就業意欲

が高くなっています。しかしながら、就業希望がありながら就業できてない高年齢者が２

００万人を超えているのが現状です。 

こうした状況下で請負事業、派遣事業や有料職業紹介事業など多様な形態で働く意欲の

ある高年齢者が能力や経験を活かすことのできるシルバー人材センターに対する期待が今

後ますます高まってくるものと思われます。 

センターが高年齢者の就業のニーズや多様化に的確に対応し、豊かで活力のある地域社

会づくりに更に寄与するため、以下、平成２９年度において積極的に推進した事業につい

ての概要を報告致します。 

 

Ⅰ 法人の状況に関する重要な事項 

 

１.シルバー人材センター事業（公益目的事業） 

 

（１）安全で適正な就業の推進 

安全対策基本計画を基に、安全で適正な就業の推進に係る指導、対策、意識啓発、健

康管理等に努めた結果、傷害事故が１件、損害賠償事故が１件発生しましたが前年度に

比べ４件の減となりました。 

①巡回パトロールを強化し、就業現場での声掛け運動を展開しました。 

②安全教育を推進するための講習会(草刈機・高齢者交通安全・事故者)を開催しまし 

た。 

③適正就業のガイドライン研修会の開催及び受注内容の総点検を実施し、就業形態の適

正化に努めました。 

④意識啓発活動の推進のため、安全だよりの発行(事故事例の周知等)、安全冊子（安全･

適正就業のために）の配布、安全スローガンの募集等を行いました。 

⑤健康状況の申告 (問診形式)により会員の健康管理に努めると共に健康診断の受診（阿

南市開催の健診の周知等）を奨励しました。 

（２）就業開拓活動の推進 

高齢者が就業できる場や地域社会を支える活動ができる場の拡大を図るため、地域 

の実状に応じた就業機会の確保及び新たな職域の創出に積極的に取り組みました。 

①就業開拓推進員を配置し、事務系職種、家事援助、育児支援等女性会員の職種の拡 

大や人手不足分野（中小企業や介護職分野）を中心に開拓活動を実施しました。 

②役職員、地域班長を中心に事業所や個人宅の訪問活動を実施しました。 

③あなん健康まつり等イベントでのリーフレットの配布や新聞折込みを実施し、個人･ 

家庭からの受注の拡大を図りました。 

 



（３）普及啓発活動の推進    

 シルバー人材センター事業への理解と協力を更に広めていくためのPR活動を積極的に

推進しました。また、事業の情報を常に会員と共有することにより、事業への参加意識

の向上を図りました。 

①広報誌等(広報あなん、商工会議所会報)への事業 PR記事の掲載を行い、センター 

の普及に努めました。 

②普及啓発促進月間（１０月）を設置し、ＰＲ活動を強化しました。 

③見やすく、親しみのあるホームページづくりに努めました。 

④理事会での決定事項、各委員会の活動状況、安全・適正就業に関すること等を詳細 

に伝えるため、会報や各種会合の資料の充実を図りました。 

（４）組織の強化 

会員による自主的な組織運営を更に推進していくため、地域班、剪定等技能職に携わ

る会員による就業開拓、ボランティア活動やクラブ活動等の会員活動を積極的に推進す

ると共に会員の増強に努め、組織の活性化を図りました。 

①地域班及び職域班による就業開拓、入会促進等のＰＲ活動を行いました。 

②公共施設での剪定及び除草、介護事業所での清掃及び行事の手伝い等ボランティア 

活動を実施すると共に災害ボランティアチームへの登録を促進しました。 

③入会説明会の周知をあらゆる機会に実施し、特に、女性会員の増強を積極的に推進 

した結果、前年度に比べて、女性の入会者は５６名で２５名の増、全体では、１１ 

０名で２７名の増となりました。 

 ④ミスマッチによる中途退会や就業機会が減ってきている高齢会員への就業提供等の対

策を推進し退会防止に努めた結果、前年度と比較して、退会者を５１名減らすことが

できました。 

（５）労働者派遣事業の推進 

適正就業の観点から請負に馴染まない受注を派遣に切替えるための訪問活動や新 

規契約獲得のためのＰＲ活動を積極的に行いました。また、ハローワークとの連携を 

強化し、受注の拡大に係る情報の収集に努めた結果、前年度と比較して受注件数は、３

７件で５件の増、就業延人員は、４,９５４人で１,１８４人日の増となりました。 

 また、契約金額は、２８,７６６千円で、７,１３２千円の増となりました。 

（６）有料職業紹介事業の推進 

職業紹介担当者会議に参加する等統括管理を行う連合会と連携しながら事業の周知及

び推進に努めました。 

（７）独自事業の推進 

市内の低利用農地（休耕田）の有効的な活用と会員の社会参加及び就業機会拡大のた

め、モチ米の作付け、生産、販売を実施しました。 

（８）その他 

①県連合会事業への参加 

 公益社団法人徳島県シルバー人材センター連合会が行う各種事業に積極的に参加 

しました。 

②全シ協・四シ協事業への参加 



 公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会、四国ブロックシルバー人材セン 

ター協議会が行う各種事業に積極的に参加しました。 

 

２.法人管理 

 

（１）諸会議の開催 

  センターの維持運営及び事業運営の執行に関して必要な会議（定時総会 1回、 

理事会 4回）を開催しました。 

（２）センター事務局機能の充実 

 日常業務の円滑かつ効率的な事務執行のため、連合会の研修会に参加し必要な知 

識能力を付与するなど事務局機能の充実に努めました。 

（３）役職員研修会の実施 

①四国ブロック主催の役職員研修会に参加し、シルバー人材センター事業の現状 

と課題等について研修しました。 

 ②個人情報の保護に関する法律の改正等について、役職員研修会を開催しました。 

  

Ⅱ 業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項  

 

（１）理事及び職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制の

運用状況 

①改正個人情報保護法に関する研修会を開催し、理事及び職員に周知徹底を図った。 

②理事会は、法令・定款及び理事会運営規則等に従い、重要事項を決定するとともに、 

理事の職務の執行を監督した。 

（２）理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項 

理事の職務執行は、法令及び定款等に基づいて行われ、その職務執行に係る情報は、 

法令等に基づき理事会議事録に記録され、その記録の保存・管理は、法令等に基づき 

適切に保存及び管理している。 

（３）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

内部の統制については、重要な不備がないかを確認している。 

 

 

平成２９年度事業報告の附属明細書 

 

平成２９度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４

条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しない。 

平成３０年５月 

公益社団法人阿南市シルバー人材センター 

     


